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は じ め に 

  

 

 
平成 23年 3月 11日に起きた東日本大震災では、これまで私たちが経験したことの

ない大地震と津波がこの仙台、東北地方、東日本を襲いました。 

築いてきた家や地域は瞬く間に崩壊し、多くの尊い人命が失われました。 
地震は山を崩し地を裂き建物を引き込み、津波は町、地域全体を飲み込んでいきま

した。ほんのわずかな時間の出来事でした。 
皮肉にも地域の温かみ、人のありがたさ、家族の大切さを改めて感じざるを得ない

出来事でした。今も不気味に余震が続き、そのたびに隣にいる人、つながりのある人

の安否を気にします。 
ライフラインは壊滅的被害を受け、近年、新たなネットワークとしての役割を担っ

ていた携帯電話、メール、パソコンは使えず、何の情報を得ることすらできませんで

した。 
そんな中、求めたもの、そして希望は、人のつながりでした。 
近所の人のごくわずかな情報と励まし、助け合いが多くの人を救いました。 
地域の〈信頼〉、お互いさまの心（互酬性の規範）、人と人のつながり（ネットワー

ク）をこんなに強く感じたことはありません。 
 
人のつながりや信頼、互酬性の規範は感じるものです。普段は見えにくい地域のつ

ながりや助け合いを作っていくことが、わが国が今後目指すべき地域包括ケア体制構

築には重要な課題となっていきます。 
本研究は、こうした人とのつながりや信頼、互酬性の規範を数量化し、可視化した

うえで、地域の高齢者の健康の関連性を明らかにしました。そのために「ソーシャル

キャピタル」の概念を用いて、高齢者の健康や生きがいづくりにかかわる支援策を地

域における効果的な推進や高齢者の生きがいと健康づくりについて、モデル事業と調

査をもとに検討を進めました。 

本研究の成果として、全国 16 地域の地域包括支援センターに協力をいただき、地

域の互助や自助能力を高めていくための具体的な取り組みを紹介した事例集と地域

住民を対象としたパンフレットを作成しました。これにより、地域住民と関連する機

関が自助、互助、共助、公助の役割を担い地域包括ケア体制構築推進に役立てていた

だけることを祈念しております。 

 

認知症介護研究・研修仙台センター 

センター長 加 藤 伸 司 
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